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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 4,349 △20.7 △277 － △290 － △300 －

2021年３月期第３四半期 5,481 △4.7 △407 － △422 － △489 －

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 △311百万円 （－％） 2021年３月期第３四半期 △473百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 △10.46 －

2021年３月期第３四半期 △17.03 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 3,655 1,451 35.9

2021年３月期 3,664 1,771 44.2

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 1,314百万円 2021年３月期 1,621百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,599 △20.4 △479 － △583 － △565 － △19.67

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりませ

ん。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 28,722,000株 2021年３月期 28,722,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ －株 2021年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 28,722,000株 2021年３月期３Ｑ 28,722,000株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「１．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,316,381 1,415,571

受取手形及び売掛金 648,351 495,534

商品及び製品 810,625 802,305

仕掛品 4,676 4,096

貯蔵品 20,556 18,021

その他 55,738 94,920

貸倒引当金 △44,543 △8,448

流動資産合計 2,811,786 2,822,002

固定資産

有形固定資産 38,477 35,543

無形固定資産

のれん 612,211 583,955

その他 10,077 37,768

無形固定資産合計 622,288 621,724

投資その他の資産

投資有価証券 96,368 79,650

長期未収入金 67,016 －

繰延税金資産 22,491 4,792

その他 73,338 92,119

貸倒引当金 △67,016 －

投資その他の資産 192,198 176,562

固定資産合計 852,964 833,830

資産合計 3,664,751 3,655,832

１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 313,536 237,134

短期借入金 50,000 150,000

１年内返済予定の長期借入金 169,180 168,345

未払金 237,315 245,596

未払法人税等 84,196 2,827

賞与引当金 27,804 5,911

ポイント引当金 13,475 9,897

その他 64,191 73,300

流動負債合計 959,699 893,011

固定負債

長期借入金 904,993 1,282,240

資産除去債務 22,559 22,587

繰延税金負債 3,653 3,833

その他 2,310 2,309

固定負債合計 933,516 1,310,970

負債合計 1,893,215 2,203,982

純資産の部

株主資本

資本金 5,397,700 10,000

資本剰余金 5,239,303 1,802,851

利益剰余金 △9,013,975 △494,812

株主資本合計 1,623,027 1,318,039

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △1,425 △3,871

その他の包括利益累計額合計 △1,425 △3,871

新株予約権 58,450 54,700

非支配株主持分 91,484 82,982

純資産合計 1,771,535 1,451,850

負債純資産合計 3,664,751 3,655,832
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）

売上高 5,481,635 4,349,184

売上原価 2,688,400 2,061,434

売上総利益 2,793,235 2,287,749

販売費及び一般管理費 3,201,123 2,565,020

営業損失（△） △407,888 △277,270

営業外収益

受取利息 213 174

業務受託料 － 12,727

助成金収入 － 3,609

為替差益 6,667 1,955

保険解約返戻金 16,879 －

その他 11,273 5,725

営業外収益合計 35,034 24,192

営業外費用

支払利息 6,362 6,229

支払手数料 － 8,126

持分法による投資損失 33,301 16,718

その他 10,430 6,220

営業外費用合計 50,094 37,295

経常損失（△） △422,949 △290,373

特別利益

関係会社清算益 3,039 6,322

新株予約権戻入益 － 3,750

特別利益合計 3,039 10,072

特別損失

固定資産除売却損 0 739

事業譲渡損 － 9,223

特別損失合計 0 9,963

税金等調整前四半期純損失（△） △419,909 △290,264

法人税、住民税及び事業税 46,756 1,127

法人税等調整額 20,611 17,588

法人税等合計 67,368 18,716

四半期純損失（△） △487,278 △308,980

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株式に

帰属する四半期純損失（△）
1,795 △8,502

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △489,073 △300,478

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）

四半期純損失（△） △487,278 △308,980

その他の包括利益

為替換算調整勘定 13,705 △2,445

その他の包括利益合計 13,705 △2,445

四半期包括利益 △473,572 △311,425

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △475,367 △302,923

非支配株主に係る四半期包括利益 1,795 △8,502

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

当社は、2020年８月19日付で、連結子会社である株式会社マキシムの株式を追加取得しました。また、2020年12

月23日付で、連結子会社である上海露倩網絡信息有限公司の株式を追加取得いたしました。この結果、当第３四半

期連結累計期間において資本剰余金が552,763千円減少したこと等により、当第３四半期連結会計期間末において

資本剰余金が4,846,787千円となっております。

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

2021年６月25日開催の定時株主総会の決議に基づき、2021年６月25日付で減資の効力が発生し、資本金が

5,387,700千円及び資本準備金が5,396,200千円それぞれ減少し、その減少額全額をその他資本剰余金に振り替えま

した。また、振替後のその他資本剰余金8,824,151千円を繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補に充当しました。

その結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が10,000千円、資本剰余金が1,802,851千円となっており

ます。

- 6 -

C Channel株式会社（7691）　2022年３月期 第３四半期決算短信



（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

当該基準では、企業が顧客との契約の一部として、企業から追加的な財又はサービスを割引価格で購入できるオプ

ションを顧客に付与した場合は、オプションを付与した時点では別個の履行義務として識別し、取引対価の一部を契

約負債として認識し、将来の財又はサービスが顧客に移転した時点、又は行使期限が終了した時点で収益を認識する

ことが要請されています。

これにより、従来、売上時に付与したポイントについては、未利用分をポイント引当金として計上しておりました

が、ポイントを付与した時点でこれを履行義務として識別し、ポイントが行使され、追加的な財又はサービスが顧客

に移転した時点、又はその行使期限が終了した時点で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が2,084千円、販売費及び一般管理費が789千円それぞれ減少し、営

業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が1,295千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は

4,509千円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会

計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

- 7 -

C Channel株式会社（7691）　2022年３月期 第３四半期決算短信



（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、各連結会計年度において営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失、マイナスの営

業キャッシュ・フローを計上しております。

　当第３四半期連結累計期間におきましても、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失を計上し

ており、現時点においては継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　それに対し、当社グループは当該状況を解消すべく、以下に示す課題への対処を的確に行うことにより安定的な財

務基盤を確立し、当該事象が早期に解消されるよう取り組んでまいります。

　これらの改善策を状況に応じて適切に推進していくことから、継続企業の前提に重要な不確実性は認められないと

判断しております。

①　基盤収益事業の強化による売上維持・拡大

＜メディア事業＞

『広告サービス』『インフルエンサーマーケティングサービス』において、売上高は安定的に推移しており、第

３四半期連結累計期間の売上高に占める構成が17.3％となっております。そのため、当社グループは、当該事業を

さらに強化していくことで、安定した収益獲得を目指してまいります。

具体的には、マーケットの拡大も見込まれてはおりますが、総クライアント数の増加と大型契約のクライアント

数の増加及びユーザー満足度の高い機能を追加することによるユーザーの購買行動の上昇等の施策を講じてまいり

ます。

＜ｅコマース事業＞

ｅコマース事業は、現在20代～30代の女性を中心に全国100万人の会員数を誇りコスメＥＣや新規ブランドとも

に堅調に成長しております。第３四半期連結累計期間の売上高に占める構成が75.6％なっており、当社グループの

安定的な収益の基盤となっております。当社グループは人気インフルエンサーによる韓国ファッションのセレクト

ショップ『Isn't She？』において韓国の化粧品や美容器具にＥＣ販売の拡大を進めてまいります。

＜海外事業＞

海外事業は、第３四半期連結累計期間の売上高に占める構成が7.1％となっております。海外向け『C CHANNEL』

事業の運営、中国における美容ＥＣ及び美容メディア事業の運営等の成長に注力してまいります。

②　積極的投資事業における選択と集中による事業の選別と早期収益化の実現

　積極的投資事業については、当社グループとのシナジーが期待できない事業や収益化が困難と判断した事業につ

いては適時適切に処分することを検討してまいります。また、早期収益化の実現のため、当社グループの事業とシ

ナジーのある他社と積極的に業務提携を締結すること等を通じて、事業の拡大を図ってまいります。

③　資金調達や資金繰りの安定化

2021年３月17日開催の取締役会において、当社連結子会社である株式会社マキシムの株式の一部売却を決議し手

元資金を確保しております。

④　経費の削減

　当社グループは、当社グループ事業の強みを確保した上で、引き続き、外注費等の売上原価、販売費及び一般管

理費の固定費などの削減に努め収益性の改善に注力してまいります。
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